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　Abstract : In the previous report, we estimated by means of Markov chain that in the

autoteraploid Renge aneuploid frequency reached ａ steady state (about 30 96) after 4－５

generations whichever there were only euploid plants in the initial population. It is as-

sumed, however, that some aneuploid plants may be selected out from the population while

they grow under natural and competitive conditions, because many researchers have indi-

cated that the aneuploid plants had poor vigor in several autotetraploid crops.　In this

report, it was discussed that the vitality of seeds and plants with different chromosome

numbers by means of observing characteristics of aneuploid｡

　Weitht of seeds before germination and chromosome numbers of their seedlings after

germination were examined. No correlation between seed weight and chromosome numbers

were observed (Table 1 & 2). Among Obｓｅｉvedcharactors plant height in autumn season

and number of branches in spring season were the highest value in the euploid and they

decreased as the somatic chromosome numbers decreased or increased from euploid number

　(Table 3－6).The seeds from aneuploid plants as well as from euploid plants germinated,

though the former seeds contained higher frequencies of aneuploid seeds than the latter

　(Table 7). From the facts described above, we may conclude that any aneuploid seeds

are not　selected out　from　the　population　in　the germination　process, however　low

plant height and small number of branches must have effect on vitality in the aneuploid

plants.

　筆者らljはさきに同質４倍体子孫の異数体頻度の世代推移を，マルコフ過程として捉らえ，実験

的に求めた異数性配偶子頻度及び，それらか子孫を残し得る割合等より，理論的に計算した結果，

当初たとえ正４倍体のみの集団であっても，４～５世代の間に異数体は急速に増加し，約30％に達

し以後安定することを明らかにした。しかし，実際の繁殖集団においては，一般に草勢が劣るとさ

れる異数体は，発芽及その後の生育過程において，淘汰除去されることも予想されるので，上記の

安定期の異数体頻度はさらに低下することと思われる。

　本報告はこの点を明らかにする端緒として，個体植え状態での異数体の種子発芽率及形態的諸特

性を調査し，異数体の生存能力との関連性について，検討した結果の概要を述べたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料及び方法

　供試の系統は前報1)と同じであり, 1975年春，正４倍体の３個体より採種した種子を，同年８月

25日に予め１粒ずつ重量を測定した後，ろ紙上で発芽させ，その根端によって体細胞染色体数を数
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え，一度仮植後，25 cm 素焼鉢に定植し，以後慣例の方法で栽培した。

　形質の調査は，10月24日（秋期）及翌春３月15日（春期）ヽに，草丈（地表から最長茎の先端まで

の長さ），分枝数（節開か２つ以上認めうるものを1分枝とする），葉長，葉柄長，小葉数，小葉長

　（最長茎の先端から４枚目の展開葉及その葉の基部より２枚目の小葉について測定）等について実

施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　また，調査個体より採種した種子について，発芽率及子孫の染色体数変異についても調査した。

なお，根端による体細胞染色体数の観察は，前報1’同様に，0°C, 24時間の前処理，２％オルセ

インの押しつぶし法によった。　　　　　　　　　　　　　　』･。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察｀

　１．種子重と染色体数の関係

　染色体数の調査結果にもとづき，染色体数別に種子の平均値を算出した結果は第1･表，分散分析

した結果は第２表のとおりである。

　　　　.　　　　　　Table 1，Ｍｅａｎｘｕｅtghtof　ｅｔ↓7aれｄ　ａｎｅｕｐｌｏｉｄｓｅｅｄ

謡ご雷乱，Ｎｕｍｂｅr of seeds　　Percentage
Mean weight　’
in l/100 mg

30

31

32

33

34

６
　
５

　
　
　
１

105

23

14

　3.6

　9.2

64.4

14.「

　8.6

Tａｂｌｅ ｌ. Ａｎａｌ:ｙｓiｓ ｏｆ 、ａ７･ｉａｎｃｅ　of ｓｅｅｄ ｗeighｔ

463.4

441.1

455.7

432.3

456.4

　　　Factors

Between classes

Within classes

Total

　ss

42726.35

1587104.41

-

1629830. 76

DF

４
　
８

　
　
　
５

　
　
　
１

162

MS

-

10681.59

10044. 96

　Ｆ

-

1.06

　両表から明らかなように，染色体数の違いによって種子重に有意な差異かあるとは云えない。従

来, Bremer & Bremer- Ｒｅｉｎｄｅr2’はライ麦で, EllerstrSm & Sjodiがりまレッドクローバーで，

それぞれ充実度の悪い小さい種子では異数体頻度が高くなるので，種子のふるい分けによって，４

倍体品種中に混在する異数体頻度を低く抑えることが可能であるとしているが，レングではこの方

法は適用できないようである。このような例はAhloowalia'"のライグラス４倍体にみることが出

来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

２。形態的諸形質　　　　　　　　　　　　　　一一

（1）秋期の形質

調査の結果は第･3表に，分散分析の結果は第４表に示すとおりである。

両表によると，草丈では低異数体から正倍数体（2 n =32)へ染色体か増加するにつれて増加
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Table 3、Ｍｅａｎ ｖalｕｅｓ of ｓｅｖｅｒａｌ ｃｈａｒａｃtｏｒｓ ｏｆ　ｅｕ･ ａｎｄ ａｎａ一戸Ｏｌｄ ｐｌａｎtｓ ｉ７１ａｔ４はｍｎ ｓｅａｓｏｎ

Chromosome
number
classes

　　　30

　　　31

　　　32

　　　33

　　　34

Plant
height
in cm

12.9

15.6

16.9

14.6

15.2

Length　　Length of　　Number
of leaf　　petiole　　　　of
in cm　　　in cm　　　　leaflet

11.9

14.5

13.9

11.6

11.7

6.1

7.4

7.4

6.5

7.4

8.1

U
O

O
J

O

1
0

7
　
８
　
８
　
７

Length of
leaflet
in cm

1.4

1,6

1.6

1,5

1.5

Table 4. Analysis 0/ ｖａｒｉａｎｃｅｏｆ ｓｅｖｅｒａｌｃｈａｒａｔｏｒｓ

Number of
plants
observed

７
　
８

６
　
１

２
　
１

８

　　Charactors

Plant height

Length of leaf

Length of petiole

Number of leaflets

Length of leaflet

Factors

-

Ｂｅtｗｅｅｎ１）

Within

Between

Within

Between

Within

Between

Within

Between

Within

DF

4
5
4
5
4
5
4
5
4
5

　
５
　
５
　
５
　
５
　
５

1）Ｂｅtｗｅｅｎand within chromnsome number classes

＊:Ｐ＞0.05

MS

1
0
8
0
4
1
8
6
8
只
ｖ

2
3
7
5
7
6
3
2
0
0

　
I
I
　
I
9
　
1
1
　
1
1
　
1
－

7
8
6
9
3
１
Ｊ
Ｉ
1
0
0

2
　
１

F

-

3.28*

1.07

1.04

1.09

0.99

し，更に染色体数が増加して高異数体になると，草丈は逆に減少する傾向かあり，これら染色体数

間の差異は有意である。しかし，草丈以外の形質では，染色体数の違いによる差異に一定の傾向か

なく，また統計的にも有意差は認められない。

　（2）春期の形質

　諸形質の調査結果では第５表，分散分析の結果は第６表に示すとおりである。

　両表によると，前項の草丈と同様に分枝数においては，正倍数体を最高とし，低及び高異数体と

染色体数の過不足が増加するほど，分枝数が減少する傾向があり，統計的にも有意差か認められ

る。しかし，分枝数以外の形質では，染色体数との関係か明瞭でなく，また統計的にも有意差は認

められない。

Table 5.１Ｍｅａｎ ｖalｕｅｓ of ｓｅｖｅｒａｌ ｃｈａｒａｃtｏｒｓ ｏｆ ｅｕ-･ａｎｄ ａｎｅｕ-ｐｌｏｉｄ　ｐｌａｎtｓ in ｓｉｒｉｎｇ　ｓｅａｓｏｎ

Chromosome
number
classes

　　　30

　　　31

　　　32

　　　33

　　　34

plant　　Number　　Length　　Length　　Number　Length of　Number of
heitht　　of　　　　　　of leaf　　petiole　　of　　　　leaflet　　　plants
in cm　　branches　　in cm　　　in cm　　leaflet　　in cm　　　observed

　9.3

15.0

13.5

10.6

10.2

７
　
０
　
４
　
０
　
ｕ
-
>

　
欄
　
１
　
　
・
　
　
１
　
１

２
　
４
　
５
　
５
　
３

９
　
９
　
４
　
２
　
３

　
１
　
１
　
１
　
　
１
　
１

５
　
６
　
５
　
４
　
６

８
　
６
　
１
　
６
　
１

　
・
　
　
一
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
●

１
　
２
　
２
　
１
　
２

12.7

11.9

11.6

11.6

11.6

６
　
３

　
－
　
１

０
　
１

1.2

1.0

1.2

6

8

22

10

　8
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Table 6. ルlalysisがvarianとεがseveral chaΓactors

　Charactors

Plant height

Number of branches

Length of leaf

Length of petiole

Number of leaflet

Length of leaflet

Factors

Between"
within

Between
Within

Between
Within

Between
Within

Between
Within

Between
Within

DF

4
9
4
9
4
9
4
9
4
9
4
a
s

　
　
４
　
４
　
４
　
４
　
４
　
４

1' Between and within chromosome number classes

＊＊:Ｐ＞0.01

MS

　52.

　37.

203.

　　6.

　
・
・
　
1
1

9
4
1
4

　
　
１

00

53

0
9
8
6
3
2

9
7
0
7
2
1

６
８

　
1
1

1
1

0
9

2
1

　
1
1

0
0

　Ｆ

-

1.39

30.03**

　0.61

0.30

0.87

1.09

　３．次代の染色体数変異と発芽率

　染色体数の異なる｡親個体別の種子発芽率とその実生個体の染色体数変異を示すと第７表のとおり

である。

Ｔａ雅巳 ｌ、 Ｇｅｒｔｎｉｎａtio、ｔ　ｐｅｒｃｅｎtａｇｅ ａｎｄ ｃｈｒｏｍｏｓｏｍｅ ７１ｔりｎｈｅｒof ｓｅｅｄｓｆｒ･ｏｍ ｅti-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　－　　　ａｎｄ ａｎｅｉりloid　ｐｌａｎtｓ

三回le図太訟
０
　
1
　
o
a

n

"
<
３
<

３
　
３
　
３
　
３
　
３

70.2

83.0

76.0

79.0

84.9

30

－

4

Chromosome number*
　　-

31　　　　32　　　●　33

０
　
8
　
6
　
0
　
0

　
1
1
1
1
9
1
ゆ
１
１

５
　
４
　
０
　
４
　
２

２

　　1

　6.3

　　5

23.8

　　1

　9.9

8,0

　　5

10.2

　　9

53.1

　13

61.9

　129
３
２
０

　
1
1
1

1
　
８

７
　
４

1
3
1
8
0
6
0
S

　
　
　
.

C
O

.

　
／
ｎ
ｙ
　
４
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

36.0

　14

28.6

34

1
3
1
8
3
7

　
　
　
1
　
　
1
　
　
－

　
　
６
　
４
　
１

　21
42.9

１
0
8
C
O

　
　
　
―
　
　
～

　
　
４
　
＼
O

　
　
　
　
　
　
１

16

100

Total

1
0
1
0
5
0

2
0
8
0
2
0

　
　
１
１
１
　
１

49

100

　* Upper row : Number of seedlings,lower row : Rerative value in 浙

　同表によると，前報1'でも指摘したように，高異数体及び低異数体の子孫では，それぞれ高異数

体及び低異数体頻度が高くなり，それだけ正倍数体頻度が低下する傾向か明らかである。しかし，

種子の発芽率は親の染色体数の違いによって一定の傾向かあるとは云えず，異数体頻度の低い正４

倍体の種子発芽率は必ずしも高くない。このことは異数体といえども，種子発芽率は正４倍体と変

らないことを物語るものであろう。　　　　　　　　。

　従来，一般に異数体では正４倍体より染色体数が隔るほど，種子の発芽率が低下し，栄養成長

が劣ることは広く認められる現象である(トマト；岡s)，ビート; Rommel",三石7)，ライ麦；

Bremer & Bremer-Reinder^', Hagberg & EllerstrO�', Moore",ライグラス; Simonsen"'"',

永田他12)_フェスク; Simonsen^",赤クローバー; EllerstrOm & SjOdin")。しかし，本実験結

果では，染色体数によって，種子重及発芽率に差異がなく，また調査形質の大多数で有意な差異を

認め得なかった。これは調査が生育量に影響の少ない形貿に偏ったことも無視できないと思われる
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が，環境条件の影響･も･大きいのではないかと考えられる６例えば･j Moore"は温和な気候のDavis

　(アｙリカ)｡の環境下で(i, Svalぴ‥(スエーデリより｡，熹数体のま育，種子の充実度か良ぐ･正

４倍体との差異が小さくなる。気候の厳しいSｖａぼでは異数体の生育が悪く，淘汰も厳｡しく,働く

ため把，集団中の異数体頻度が低下することを実証している。レングの･4倍体では９この辺の関係

は不明であるので，調査形質とともに環境の影響について，今後も慎重に検討してゆき度い。この

ようになお検討の余地はあるが，本実験結果かIら少<‘ともつぎのどとが結論できよう。　＞‥

　発芽過程では異数体といえども，正４倍体と何ら孫色なく，淘汰が関与するとは云い難いが，発

芽後の生育過程においては，異数体の低草丈及少分枝数が，自然の競合条件下で，その生育や子孫

を残す能力に影響を及ぼすことは必至と思われる。事実その後の実験によると，レングの４倍体を

競合条件下におくと，異数体の発育か特に悪くなることを観察している(未発表)。　この詳細につ

いては次報で報告し度い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●要　　　　　約

　一般に劣悪な形質を示すとされる異数体は，発芽及その後の生育過程で淘汰されることが予想さ

れるので，前報1'で理論的に推定したほど異数体頻度は高くならないと考えられる。そこで，単植

条件下での異数体の諸形質を調査し，異数体の生存能力との関係について考察した結果はつぎのと

おりである。

　予め重量を測定しておいた種子を掻き，発芽後染色体数を調査した結果，種子重と染色体数との

間に一定の関係は認められなかった(Table 1 及2)。　調査した諸形質のうち，秋期の草丈，春期

の分枝数にそれぞれ染色体数の違いによる差異が有意であり, 2n=32の正４倍体を最高とし，染

色体数がこれより偏るほど低下する傾向か認められた(Table 3 ～6)。さらに，次代の異数体頻

度が高くなる高及び低異数体の種子の発芽率も正４倍体の種子と差異か認められなかった(Table

7)。

　以上の実験結果より，発芽過程では異数体といえども，正４倍体と何ら孫色なく，淘汰か関与す

るとは云い難い。しかし，発芽後の生育過程において，異数体の低草丈及少分枝数が自然の競合条

件下で，その生育や生存能力に影響を及ぼすことは必至と考えられ，それらの影響は今後詳細に検

討してゆき度い。
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